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このまちの夢がきこえる

　みとしんは、お客さまの新たな販路拡大を支援
するため、毎年「しんきんビジネスフェア」を開催し
ております。今年は、10月につくばカピオにて、結
城信用金庫と共同開催しました。
　みとしん、結城信用金庫に加え、県外の信用金庫
のお取引先がブース出展し、活発な商談が行われ
ました。

　みとしんは、10月に厚生労働省から「くるみん認
定（子育てサポート企業の認定）」を、また11月に
茨城県から「茨城県女性が輝く優良企業認定」を受
けました。
　みとしんは、「ワーク・ライフ・バランス」、「子育て
支援」、「女性活躍」等に積極的に取り組むことで
「働きがいのある職場づくり」に努めています。

「しんきんビジネスフェア」の開催

「働きがいのある職場づくり」に向けた取組み



預金の状況

預金残高

貸出金の状況

有価証券の状況貸出金残高

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

合　計
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貸出金については、特定の業種に偏ることなく、様々なお客さまに
ご利用いただいております。

平成29年9月末の貸出金残高は、平成29年3月末比
30億円減少の4,532億円となりました。
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預金の内訳につきましては、個人のお客さまが79.5％、法人の
お客さまが13.4％を占め、地域の皆さまから高い信頼をいただ
いております。

平成29年9月末の預金残高は、平成29年3月末比
273億円増加の1兆1,424億円となりました。
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平成29年9月末

平成29年度上半期　業績のご報告

業務純益 経常利益 当期純利益

収益の状況
業務純益13億円、経常利益21億円、当期純利益19億円となりました。
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自己資本比率の状況
自己資本比率は8.05％、自己資本額は351億円となりました。

金融再生法に基づく不良債権残高は301億円、
不良債権比率は6.61%となりました。
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不良債権の状況(金融再生法ベースの債権区分による開示)
平成29年3月末 平成29年9月末
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破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
不良債権合計
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合　計
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■用語説明
　•破産更生債権及びこれらに準ずる債権………破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
　•危険債権………債務者が経営破綻の状態には至ってはいないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受け取りができない可能性の高い債権です。
　•要管理債権……３ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権です。
　•正常債権………債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権です。（破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権を除く）

満期保有目的の債券
地域の皆さまからお預かりした資金（預金）については、貸出金による運用の他に有価証券による運用も行っております。

注） 1.時価は、基準日における市場価格等に基づいております。　2.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

その他有価証券

注） 1.貸借対照表計上額は、基準日における市場価格等に基づいております。　2.時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

※計数は、単位未満を切り捨てて表示しております。
※計数は、任意に開示するものであり、会計監査人の監査は受けておりません。
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